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信濃川のかたち・自然造形編

河岸段丘のかたち

河川はどのようにしてかたちづくられたのか？
河岸段丘、氾濫源を例に自然がつくりだすかたち
を紹介します。

河岸段丘は、長い年月をかけてゆっくりと出
来上がりました。

河岸段丘のでき方

長野県から津南を経て十日町盆地に入ると信
濃川に沿って「河岸段丘」が広がっています。
この河岸段丘は約４０万年前から始まった大
地の隆起運動や地球規模の気候変動で作られま
した。

上流に比べ、下流
ほど川原の石が小さ
くなるのは、水が流
れる力と、それに抵
抗する石の大きさが
関係しています。

出典：国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務所,2007,信濃川・越後平野の地形と地質

段丘

図3.1.1 津南・十日町地域の衛星写真

大地が隆起を続ける中、数万年前に地球
規模の気候変動が起こりました。寒冷期に
なると氷河の発達で海水面が降下し、川の
下方浸食が増大し河床イの川底は削られて
いきます。

続いて温暖期になると海水面が上昇し、
川の下方浸食が弱まり、河床での土砂堆積
量が増し、河床ロが出来ます。そして、古
い河床イは一段上に残され段丘イになり
ます。

これが繰り返されると、多くの段丘崖と
平坦な段丘面からなる段丘地形が形成され
ます。

氾濫源のかたち
長岡市街地北部から燕市大川津にいたる約
20kmの区間は、信濃川の氾濫源が広がってい
ます。氾濫を繰り返す事によって、今は消えて
しまった湖や沼を造りだし、大きくカーブして
蛇行して流れていました。

図3.2.1 河岸段丘のでき方

図3.3.1 信濃川の氾濫源地域の地形分類図
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氾濫源は、たび重なる洪水による氾濫を繰り
返し出来上がりました。

氾濫源のでき方

川原の石・砂利（河床材料）

①津南付近
最大粒径：400mm
中央粒径：143mm
河口から：約140km

②小千谷付近
最大粒径：300mm
中央粒径： 30mm
河口から：約85km

③長岡(大手大橋)付近
最大粒径：106mm
中央粒径： 19mm
河口から：約70km

④長岡(与板橋上流)付近
最大粒径： 2.0mm
中央粒径： 0.4mm
河口から：約55km

図3.6 河床材料 上・下流での違い

図3.4.1 氾濫源のでき方

図3.5.1 河床材料の移動

蛇行流路の外側では流れが速いために川岸が

削られます。また、内側では、流れが緩やかに

なるため、砂の堆積が起こります。

外側が削られ、内側

では堆積がどんどん進

み屈曲が激しくなりま

す。

洪水などでショートカット

されてまっすぐな河道に戻り
ます。

①

②

③

①

③

②

ショートカット

か がん だん きゅう はん らん げん

か が ん はん らん げんだんきゅう

りゅうき う ん ど う

か がん だんきゅう

ちきゅう き ぼ き こ う へ ん ど う

は ん ら ん げ ん

はんらん

だ こう

か がん だんきゅう はん らん げん

は ん らん げん はんらん

か し ょ う ざいりょう

か がん だんきゅう

か がんだんきゅう

①～③を繰り
返します。
④

水
の
流
れ
る
力

上流

下流

水の流れる力




